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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
令

和
４
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
町
政

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
も
秩
父

別
町
発
展
の
た
め
に
さ
ら

な
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感

染
力
の
強
い
変
異
株
の
出

現
に
よ
り
、
北
海
道
で
も

３
度
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
る
な
ど
、
感
染

拡
大
に
よ
る
経
済
活
動
の

停
滞
や
社
会
の
混
乱
が
続

い
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
を
設
置
し
、
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

収
束
に
向
け
た
、
切
り
札

と
し
て
期
待
を
集
め
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
町
に
お
い
て
は
、

昨
年
の
５
月
17
日
か
ら
75

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
か

ら
開
始
し
、
11
月
末
現
在
、

接
種
対
象
の
90
・
４
％
の

方
が
２
回
の
接
種
を
完
了

し
て
お
り
ま
す
。

　

３
回
目
の
追
加
接
種
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
方

針
に
基
づ
き
順
次
開
始
で

き
る
よ
う
体
制
を
構
築
し

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
的
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
効
果

年
頭
の
ご
挨
拶

秩
父
別
町
長

年
頭
の
ご
挨
拶

澁
谷

信
人

な
ど
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染

者
数
は
低
い
水
準
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
が
、
社
会

経
済
活
動
が
活
発
に
な
る

こ
と
で
、
感
染
拡
大
が
再

燃
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
基
本
的
な
感
染
対

策
や
感
染
リ
ス
ク
を
回
避

す
る
行
動
の
徹
底
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
緊
急
経

済
対
策
と
し
て
、
町
民
の

皆
様
に
地
域
振
興
券
を
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
た
町
内
事
業
所
に
対
し
、

商
工
事
業
者
事
業
継
続
支

援
金
等
を
交
付
す
る
と
と

も
に
、
米
価
の
下
落
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
た

農
家
の
経
営
を
支
え
る
た

め
に
、
種
子
代
金
の
一
部

を
助
成
す
る
な
ど
必
要
な

措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
10
月
に
発
足
し

た
岸
田
内
閣
は
、
経
済
再

ワクチン集団接種会場の様子
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生
に
向
け
て
成
長
と
分
配

の
好
循
環
を
重
視
す
る
「
新

し
い
資
本
主
義
」
の
実
現

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、

国
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
対
応
や
地
方
創
生
な
ど
、

地
方
の
声
に
丁
寧
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
お
け
る

基
幹
作
物
の
水
稲
は
、
記

録
的
な
少
雨
や
猛
暑
の
影

響
に
よ
り
品
質
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
春
先
か
ら
好

天
に
恵
ま
れ
、
品
質
・
収

量
と
も
に
良
く
、
作
況
指

数
１
０
８
と
３
年
連
続
の

豊
穣
の
出
来
秋
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
　
　
　
長
　
澁
谷
　
信
人

副

町

長
　
髙
鶴
　
公
人

総

務

課

長
　
永
峰
　
敏
幸

企

画

課

長
　
早
川
　
　
聡

住

民

課

長
　
竹
内
　
　
剛

産

業

課

長
　
尾
垣
　
義
次

建

設

課

長
　
中
野
　
慎
司

出

納

室

長
　
宮
武
　
幸
充

建
設
課
技
術
長
　
結
城
　
尊
文

　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

謹

賀

新

年

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
農

家
の
皆
さ
ん
の
適
切
な
肥

培
管
理
と
関
係
各
位
の
ご

努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
米
価

が
大
幅
に
下
落
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
政
府
に
は
、

稲
作
や
地
域
農
業
を
維
持

す
る
た
め
に
も
需
給
安
定

に
向
け
た
万
全
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
町
の
主
な
事
業

で
は
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
改
修
、
米
穀
乾
燥
調
製

貯
蔵
施
設
荷
受
所
新
設
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
造
成
、
障
が

い
者
施
設
建
設
事
業
補
助
、

町
道
１
条
路
線
舗
装
改
修
、

町
営
住
宅
長
寿
命
化
改
修
、

長
寿
命
化
橋
梁
改
修
、
旧

秩
父
別
川
長
寿
命
化
対
策
、

農
業
集
落
排
水
施
設
機
能

強
化
対
策
、
小
学
校
冷
房

機
設
置
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
屋
根
・
外
壁
塗
装
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
同
じ
価
値
観
を
共
有
し

な
が
ら
「
こ
の
ま
ち
に
住

ん
で
よ
か
っ
た
・
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り

に
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る

く
活
気
に
満
ち
溢
れ
、
幸

多
か
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ローズガーデン前に完成したドッグラン

好天に恵まれ３年連続の豊作となりました

広報ちっぷべつ
令和４年１月

広報ちっぷべつ
令和４年１月
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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

秩
父
別
町
議
会

秩
父
別
町
議
会
　
議
長
　
寺
迫

公
裕

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春

を
ご
家
族
と
共
に
、
ご
健
勝
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
町
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ

禍
が
収
ま
ら
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
賢

明
な
感
染
防
止
に
尽
力
さ
れ
る

中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

日
本
中
が
テ
レ
ビ
画
面
の
向
こ

う
の
選
手
の
活
躍
に
喝
さ
い
を

送
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
11
月
か
ら
は
世
界

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

変
異
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
収

束
に
向
け
た
先
行
き
は
未
だ
見

通
せ
ず
、
決
し
て
安
心
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

我
々
は
し
っ
か
り
と
し
た
感
染

対
策
の
も
と
社
会
活
動
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
様
な
中
、
基
幹
作
物
で

あ
る
稲
作
で
は
、
生
産
者
各
位

の
ご
努
力
は
勿
論
の
こ
と
、
関

係
機
関
・
団
体
の
お
力
添
え
に

よ
り
、
一
昨
年
に
続
き
豊
穣
の

出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
か

ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
食
産

業
を
筆
頭
に
し
た
消
費
の
落
ち

込
み
に
よ
り
米
の
在
庫
が
増
大

し
、
米
価
が
大
き
く
下
落
し
た

こ
と
か
ら
、
稲
作
農
家
の
経
営

に
大
き
な
痛
手
を
与
え
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

10
月
に
発
足
し
た
岸
田
政
権

に
対
し
て
は
、
こ
う
し
た
難
題

の
解
決
に
向
け
て
期
待
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
の
デ
ジ
タ
ル
庁

の
発
足
と
共
に
日
本
国
内
の
あ

ら
ゆ
る
面
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
応
用
が
加
速
し
始
め
ま
し

た
。
本
町
で
も
既
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
導
入
し
た
事
業
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
も
町
民
の
生
活

環
境
は
様
々
に
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
12
月
の
第
４
回
町
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長
か

ら
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排

出
ゼ
ロ
の
表
明
が
な
さ
れ
、
本

町
で
も
脱
炭
素
化
と
併
せ
た
地

域
防
災
力
の
向
上
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
を
議
会
と
し
て
も
歓
迎

す
る
と
と
も
に
、
事
業
の
推
進

を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
ま
さ
に
渦
中
に

あ
る
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
な
ど
本
町
に
お
け
る
多
く
の

課
題
に
対
し
、
丁
寧
な
議
論
を

重
ね
る
と
と
も
に
、
今
年
は
議

員
任
期
４
年
の
最
後
の
年
と
な

り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
目

標
に
向
け
て
研
鑽
を
深
め
な
が

ら
秩
父
別
町
の
発
展
に
寄
与
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
積
極
的
な
議
会
活
動
へ

の
参
加
を
賜
わ
り
、
生
の
声
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
・

行
政
・
議
会
が
一
体
と
な
り
、

希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
本
年
が
、
町
民

の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
ご
健
勝

と
ご
多
幸
な
ら
ん
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
、
町
議
会
を

代
表
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

町
　
議
　
会

町
　
議
　
会

議　
　
　

長　

寺
迫

公
裕

副　

議　

長　

大
野
　

敬

総
務
経
済

常
任
委
員
長　

藤
岡

浩
文

議
会

運
営
委
員
長　

早
川

正
剛

議　
　
　

員

中
西

伴
浩

　
　

〃　
　
　

岡
崎　

稔  

　
　

〃　
　
　

眞
島

秀
樹

　
　

〃　
　
　

金
子

利
生

　
　

〃　
　
　

前
田

力
男

事

務

局

長　

笹
木

雄
介

　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

議
長
　

議
長
　
寺
迫
寺
迫

公
裕
公
裕

　

し
か
し
、

月
か
ら
は
世
界
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深
川
地
区
消
防
組
合

　
　
　
　
　
秩
父
別
消
防
団

団　
　
　

長　
　

熊
田　

政
人

副　

団　

長　
　

東　
　

晴
基

第
一
分
団
長　
　

山
森　

正
已

第
二
分
団
長　
　

戸
田　
　

毅

　
　
　
　
　
　
　

外
団
員
一
同

秩　

父　

別

支　

署　

長　
　

内
山　
　

潔

　
　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

社
会
教
育
委
員

委　

員　

長　
　

我
部
山
真
美

副

委

員

長　
　

山
本　

徹
淨

委　
　
　

員　
　

金
倉　

紀
子

　
　

〃　
　
　
　

金
森　

一
巳

　
　

〃　
　
　
　

斉
藤　

譲
二

　
　

〃　
　
　
　

山
田　

禎
史

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委　

員　

長　
　

山
森　
　

聡

副

委

員

長　
　

前
田　
　

誠

委　
　
　

員　
　

手
塚　

奈
美

　
　

〃　
　
　
　

寺
迫　

昇
真

　
　

〃　
　
　
　

山
本　

一
成

　
　

〃　
　
　
　

下
地
加
奈
子

　
　

〃　
　
　
　

松
本　

和
也

深
川
地
区
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高齢者世帯等の除雪費用（屋根雪）を補助します！
　町では、高齢者世帯等が居住している家屋等の屋根雪下ろし及びそれに伴う除排雪を自力ま
たは家族等によって行うことが困難な場合に助成券を交付します。（今年度から要件等を変更
しています）

◆対象世帯（町民税非課税世帯で次のいずれかに該当する世帯）

　○高齢者世帯　　　・65 歳以上の高齢者のみの世帯

　○障がい者等世帯　・65 歳未満であっても心身に障がい等がある世帯

　　　　　　　　　　・同居家族が日中常に不在で在宅高齢者を介護するのが困難な世帯

◆対象となる作業

　○居住する家屋、家屋に付随する車庫、物置の屋根雪下ろし

　○居住する家屋、家屋に付随する車庫、物置から落ちた雪の除排雪

　○居住する家屋、家屋に付随する車庫、物置の雪庇落とし及び落とした雪の除排雪

　 ※助成券指定事業者以外が行う作業や、敷地内の除雪、入院等で不在の住宅や、空き家に

　　 係る作業は対象となりません。

　 ※生活保護受給世帯は車庫、物置のみ対象となります。

◆助成金額

　２万円（1,000 円分の助成券× 20 枚）

◆申請方法

作業実施前に申請が必要となります。事前に下記までお問い合わせください。

◆お問い合わせ　役場住民課福祉係　電話３３－２１１１（内線46）　

深川消防署秩父別支署からお知らせ
「トラッキング現象」を知っていますか？

　トラッキング現象とは、家電製品などの電源プラグをコンセ
ントやテーブルタップに長時間差し込んでいた為、コンセント
とプラグの隙間に溜まったホコリが湿気を吸うことによって、
プラグの両極間で火花放電が起こり発火する現象を言います。
　長時間差したままのプラグは、定期的に点検し、乾いた布な
どで清掃をして発熱の異常がある場合は交換しましょう。
　特にホコリや湿気の多い環境で使われているものや、家具な
どの陰に隠れているものには注意が必要です。
　掃除の際は電気製品やコンセントの隠れたホコリを取り除き、
火の用心にご協力ください。

◆お問い合わせ　深川地区消防組合深川消防署秩父別支署　電話３３－３８５０

令和４年度固定資産税（償却資産）の申告について

　固定資産税の償却資産とは、土地や家屋以外の事業用資産で、その減価償却額又は減価償却

費が、法人税法又は所得税法の規定による所得の計算上、損金又は必要な経費に算入されるも

のをいいます。

■申告期限　令和４年１月 31日（月）

■提出先・お問い合わせ先　　役場総務課税務係　３３－２１１１（内線 35）

法人や個人で事業を行っている償却資産の所有者は、令和４年１月１日現在で所有
している事業用資産を申告をしてください。
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お問い合わせ　道の駅「鐘のなるまち・ちっぷべつ」　電話　３３－３９０２

～ちっぷべつ　冬のアクティビティのお知らせ～～ちっぷべつ　冬のアクティビティのお知らせ～
　今年も２月末までの間、陸上競技場で「ちっぷべつ 冬のアクティビティ」を実施しています。
　今年は温泉入浴券とクーポン券が付いたお得なチケットのほかに、１回分無料になる回数券
を販売します。
　秩父別町に広がる白銀の世界で、家族や友人と一緒に、思い切り遊びましょう！
　ぜひ一度、ご利用ください！

◆期　間　実施中～令和４年２月 27日（日）まで（年末年始・火曜休み）
　　　　　※１月 18日（火）以降は土日祝日のみ実施
◆内　容　バナナボート、ラフトボートをスノーモービルでけん引し、陸上競技場を周回します。
◆時　間　午前の部 10：00～ 12：00
　　　　　午後の部 13：00～ 15：00　
◆会　場　秩父別町営陸上競技場
◆受　付　道の駅「鐘のなるまち・ちっぷべつ」
◆持ち物　外遊びが可能な服装（スキーウェア・長靴など）
　　　　　　※ヘルメットとゴーグルは貸し出し可能です。
◆料　金　【利用チケット】
　　　　　　大人（中学生以上）　　　 　１回 500円
　　　　　　小人（３歳～小学６年生） 　１回 250円
　　　　　【特典付きチケット】
　　　　　　大人（中学生以上）　　　１回1,000 円
　　　　　　（温泉入浴券+500円分クーポン券付）
　　　　　　小人（３歳～小学６年生） １回　500円
　　　　　　（温泉入浴券+250円分クーポン券付）
　　　　　　※３歳～小学２年生に同伴する保護者の入浴は有料（500円）です。
　　　　　【回数券】
　　　　　　大人（中学生以上）　　　４回分 1500円（１回分お得！）
　　　　　　小人（３歳～小学６年生）４回分　750円（１回分お得！）
◆その他　小学２年生以下は保護者の方の同伴が必要です。（チケット１枚につき保護者１名無料）
　　　　　安全性の観点から、小学２年生以下はスノーラフトボートのみ利用可能です。
　　　　　悪天候の場合は中止になる可能性があります。事前にお問い合わせください。

お問い合わせ　役場企画課企画・まちづくり係　　電話：３３－２１１１（内線 71）

光通信ケーブル整備の実施状況について

　光ブロードバンドサービスをまだ利用できない地域において、サービス提供を開始する

ため、秩父別町と東日本電信電話株式会社（ＮＴＴ東日本）とが協力し、現在、光通信ケー

ブルの設置工事を行っています。

　工事は、令和４年３月末に完了する見込みであり、申込受付開始時期については、令和

４年４月以降になる予定です。

　なお、利用にあたっては、利用者がサービス提供事業者へお申し込みをし、契約を締結

する必要があります。

光通信ケーブル整備の実施状況について光通信ケーブル整備の実施状況について

　光ブロードバンドサービスをまだ利用できない地域において、サービス提供を開始する
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　町では国の方針に基づき接種に向けて準備を行っています。案内や接種スケジュールにつ

きましては、次のとおり予定していますが、国の方針の変更や、ワクチンの入荷状況により、

予定が前後する可能性があります。

いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ

新型コロナワクチン予防接種
追加接種（３回目）について

【１・２回目の接種後に秩父別町に転入した方】

国からの通知により、転入した方のワクチン接種状況を確認できるようになりま

した。

　町で接種状況を確認し、接種が可能な時期になりましたらご案内します。

　３回目を希望される方で、２回目接種後８ヶ月以降になっても案内が届かない方

はご連絡ください。

【１・２回目が未接種で今後接種を希望する方】

　役場住民課健康推進係にご連絡ください。接種体制が整い次第ご案内します。

２回目の接種を終了している方には順次ご案内いたします！

３回目も本人の希望により接種いたしますので、ご案内時に同封するパ

ンフレットをお読みになり、ご検討ください。

２回目を
　 接種した月

案内時期
接種
時期

備考

令和３年６月 令和４年１月中旬 ２月 ２回目の接種終了順に接種日程をご案内します。

（接種を希望しない方はご連絡ください）令和３年７月 令和４年２月上旬 ３月

８月以降に２回目を接種した方につきましては、今後具体的なスケジュールが決まり次第

ご案内します。

※職場や施設で接種を行う予定の方で、町の案内時期よりも接種が早まる場合にはご連絡
　ください。

０１２０－５０１－５０７（フリーダイヤル・24 時間）※感染症に関する一般相談

０１６４－２２－１４２１　　※平日の日中は深川保健所でも相談を受け付けます。

新型コロナウイルスワクチンに関するコールセンター

北海道新型コロナウイルス感染症　健康相談センター

◆北海道新型コロナウイルスワクチン接種相談センター
　電話　０１２０ー３０６ー１５４（フリーダイヤル）
　受付　９：00 ～ 17：30（平日、土日・祝日）

◆厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
電話　０１２０ー７６１ー７７０（フリーダイヤル）

　受付　９：00 ～ 21：00（平日、土日・祝日）

お問い合わせ　役場住民課健康推進係（電話：３３－２１１１ 内線 49）
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体を内側から温めましょう

　冷えを解消し、血の巡りがよくなると体温が上がって細胞の

働きが活発になります。体を温める食材を取り入れたり、入浴

や適度な運動も効果的です。

　下記を参考に、寒～い冬を元気に過ごしましょう。

ビタミンＢ１（疲労回復を助ける）の吸

収を高め、冷え性を改善。ネギの白い部

分にビタミンＣが豊富。発汗促進・解熱

など風邪薬と同様の効能がある。

ネギ・ニラと同じ匂い成

分を含み、抗菌や疲労回

復に役立つ。加熱によっ

て代謝を活発にして血行

を促す。

ネギと同じ匂い成分が代

謝を促進、体を温める。

ビタミンＢ１の吸収を高

め血栓の予防効果がある。

辛み成分が末梢血管を拡

張して血行を促す。体脂

肪を燃焼・代謝を促進し

風邪予防に効果的（一味

唐辛子も可）。

ニンニクニンニク 唐辛子唐辛子ニラニラ

ネギネギ
辛み成分は加熱により変化し、温熱効果

が持続。血行を促し、抗菌・体脂肪の分解・

燃焼が働く。すりおろしたり細かく刻む

と効果が増す。

生姜生姜

筋肉のコリをほぐし
血行を良くしましょう

南瓜・根菜類・ナッツ・
発酵食品も効果的

お問い合わせ　役場住民課健康推進係（電話：３３－２１１１ 内線 49）

体の中からポカポカになる
あったかいお鍋が最適です！

いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ
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ごみに

関する

ルール

お問い合わせ　役場住民課衛生係（電話：３３－２１１１ 内線 43）

新しい家電に買い替える場合

家電の適正な処分に
ご協力をお願いします！！

　家電リサイクル法に基づき、次の家電は「燃やせないごみ」や「大型ごみ」と
して収集・受け入れはできませんので、次のとおり適正に処分をしてください。

　　「燃やせないごみ」「大型ごみ」として収集できない家電４品目

　　○テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）

　　○冷蔵庫・冷凍庫
　　○洗濯機・衣類乾燥機
　　○エアコン

買い替えではなく処分のみの場合

　新しい家電を購入する店舗に引き取りを依頼してください。店舗ごとに引き取り方法が
異なるため、店舗に直接お問い合わせください。

　処分する家電を購入した店舗に引き取りを依頼してください。購入した店舗がわからな
い場合は、指定引取場所に直接搬入するか家電回収協力店にお問い合わせください。

●指定引取場所に直接搬入する方法

①家電リサイクル券を郵便局で購入してください。購入手続きには下記の内容が必要です。
　・処分する家電のメーカー名
　・テレビについては画面サイズ、冷蔵庫・冷凍庫については内容積
②処分する家電と家電リサイクル券の綴り一式を持って指定引取場所へお持ち込みください。

最寄指定引取場所

　◇滝川通運（株）（滝川市流通団地２－４－８）　電話 0125-23-3200

町内の家電回収協力店

　◇ホーマックニコット秩父別店（秩父別町２条３丁目）　電話 0164-33-5100

※指定引取場所・協力店に依頼する場合は、事前に連絡をしてください。

← 10 月下旬に、中身がわからない

ようにして燃やせないごみで出さ

れたテレビ

■ウォーターサーバーのワンウェイボトル（使い捨てボトル）は燃やせるごみへ！

最近利用者が増えてきているウォーターサーバーのワンウェイボトル

は、処理施設の設備上、ペットボトルとしてリサイクル処理をすること

ができません。

　燃やせるごみで廃棄するようご協力をお願いします。
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　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、
働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みで、年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。
　20歳以上60歳未満の方は国民年金に加入することが義務付けられており、20歳になると、日本
年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

国民年金は老後のためだけのものではありません

　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病
気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加
入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。
　ただし、保険料を未納のまま放置すると、年金を受け取ることができない場合があります。
　また、保険料は学生納付特例制度、納付猶予制度のほか、免除制度があります。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

●「学生納付特例制度」
　　　学生の方で所得が一定額以下の場合には、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　　　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
　　専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）などに在学する方です。

●「納付猶予制度」
　　　学生を除く 50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保
　　険料の納付が猶予される制度です。

国民年金に加入する方　20歳以上60 歳未満の方全員が国民年金（基礎年金）に加入します

国 民 金年新成人の皆さんへ
20 歳になったら

加
入
す
る
方

加
入
手
続

第１号被保険者
 学生、農業従事者、自営業、

 無職の方などで、20 歳以上

 60 歳未満の方

第３号被保険者
 厚生年金や共済組合の加入

 者に扶養されている20歳以

 上 60 歳未満の配偶者

第２号被保険者
 厚生年金の加入者（会社員）

 共済組合の加入者（公務員）

 市町村の国民年金窓口へ行

 き、手続きを行います。

 (20 歳到達時を除く )

 勤務先が手続きを行います。

 厚生年金や共済組合に加入する

 と、同時に国民年金も加入する

 ことになります。

 第２号被保険者（配偶者）

 の勤務先で手続きを行いま

 す。

　　 お問い合わせ　砂川年金事務所国民年金課　　電話０１２５－５２－２１４４
　　　     　　　　役場住民課年金係　電話３３－２１１１（内線43）

【国民年金の加入と保険料のご案内（ＵＲＬ・ＱＲコード）】

https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html
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秩父別町教育委員会事務職員を募集します

　秩父別町教育委員会では、事務職員（会計年度任用職員）を募集しています。

　採用の概要については次のとおりです。

１ 募集職種・業務内容

　 教育委員会事務職員（会計年度任用職員）１名

２ 勤務条件

項目 内容

任用期間 令和４年１月 17 日から令和４年３月 31 日

勤務場所 秩父別町教育委員会（秩父別町ファミリースポーツセンター内）

勤務日数及び
勤務時間

週４日　午前８時 30 分～午後５時 15 分（休憩時間１時間を除く）

給料・報酬 月額 116,880 円（１月分については日額×出勤日数）

応募資格 パソコン（ワード、エクセル等）の基本操作ができる方

３ 選考方法

　 登録申込書による書類選考

　 ※登録申込書は教育委員会事務局（ファミリースポーツセンター内）で配布または

　 　町ホームページ「会計年度任用職員（教育委員会事務職員）の募集について」から

　　 ダウンロードしてください。

４ 提出書類等

　 ①提出書類　登録申込書

　 ②提出期限　令和４年１月14日（金）まで（年末年始、土日、祝日を除く）

　 ③提出先　　〒078-2100　雨竜郡秩父別町1264番地

　　　　　　　 秩父別町教育委員会（事務所　ファミリースポーツセンター内）

歩行型除雪機による事故を防ぎましょう

お問い合わせ　除雪機安全協議会（一般社団法人日本農業機械工業会内）

電話　０３－３４３３－０４１５
　　https://www.fjmma.or.jp/jyoankyo.html

◆お問い合わせ　秩父別町教育委員会総務・学校教育係　電話３３－２５５５

　毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。除雪機を使う際には、使

用者の責任において、正しく、安全に作業を行ってください。

①　安全装置が正しく作動しない状態では絶対に使用しない。

　また、デッドマンクラッチの無効化は絶対にしない。

②　除雪機を使用する場合は、周囲に人がいないことを確認し、人

　を絶対に近づけさせない。

③　投雪口に詰まった雪を取り除く際には必ずエンジンを停止し、

　オーガやブロワの回転が停止したことを確認してから雪かき棒を

　使用して取り除く。

④　除雪機を使用する際、特に後進時は足もとや周囲の障害物に注

　意を払い、無理のない速度で使用する。
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アンの秩父別タイ在記
Vol.38　「“ タイと秩父別の交流 ” について講演」
　皆さん、あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
　本格的な冬を迎え段々寒くなりましたね。農家さんは忙しい時期を過ぎて、ゆっくり休
めるようになったでしょうか？私は来年やりたいことに向けて色々準備しています。
　12 月の仕事で一番印象に残っているのは JA 北いぶき女性部秩父別支部エルダーの部員
研修で講師になったことです。
　JA 北いぶき女性部秩父別支部エルダーとは 65 歳以上の女性の農家さんのグループで、
年に一回研修を開催します。
　役場で働いているタイ人がいると知っているがどんな仕事をしているか分からないとい
うことで、今年の研修講演者は私になりました。
　テーマは「タイと秩父別の交流」です。私がどうして秩父別町にやって来たのか、どん
な仕事をしているのか、これからやりたいことは何なのかなどを話しました。
　私は講演中、秩父別町に来る前の自分のことや最初に来た頃のことなど色々思い出しま

毎月連載！

皆さん興味深く聞いてくれました

した。
　今回の講演で 3 年間滞在しても話したこと
がない、私の仕事を知らない町民がまだまだ
多いということが分かりました。
　私は来年もまだ秩父別町にいるので、お会
いできたら、声をかけてください！
　また、このように自分の活動を町民の皆さ
んに話せる機会があれば、ぜひ、やりたいと
思います。
　JA 北いぶき女性部秩父別支部エルダーの
皆さん、私のことを聞いてくださってありが
とうございました！これからもよろしくお願
いします！

地域おこし協力隊
Facebook
Instagram

はコチラから

ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記vol.9

　こんにちは！地域おこし協力隊の森瑞稀です。
2022年もよろしくお願いします。
　昨年は秩父別町の冬の寒さに慣れず役場や家にこ
もりきりの日々だったので、今年は定期的に道の駅
の除雪作業のお手伝いに行こうと思っています。
　ちなみに 11月下旬のドカ雪の際に初めて行きま
したが、背中と腕が筋肉痛になりました。除雪作業
は体力だけでなく意外と頭を使うことを教わり、奥
が深いと感じています。
　職員の方にコツを教わりながら、無理をしない範
囲でお手伝いを楽しみたいと思います！
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　12月１日付けで新しく地域おこし協力隊員
として就任した木村優月さんに辞令が交付さ
れました。木村さんは伊達市の出身で、今後
は主に農産物加工センターでトマトジュース
の製造や利用者のサポートに従事していただ
きます。

1212
１１

地域おこし協力隊員
　　　木村優月さん就任

まちのわだいまちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　３３－２１１１（内線 34 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp

　「初冬期の交通安全事業所訪問」（主催 町
交通安全推進委員会、町交通安全協会）が行
われました。町交通安全指導員会と秩父別駐
在所協力のもと、町内の事業所等を訪問し、
冬期間の交通安全の呼びかけと啓発物を配付
しました。

1212
１１

冬の交通安全を呼びかけ
初冬期の交通安全事業所訪問

　中央西町内の黒田卓夫さんが役場を訪れ、
土地をご寄贈いただきました。黒田さんのご
厚意に深く感謝し、町で有効な使い道を検討
していきます。ありがとうございました。

1212
５５

中央西町内黒田卓夫さん
　　　　　町に土地を寄贈
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「親子体験教室」・秩父別「笑学校」開催
～ 寄席気分を味わおう ～

　12月４日、老人福祉センターにおいて、午前中は小学生とその保護者を対象とした「親子体験教室」、

午後からは本年度３回目となる高齢者大学秩父別「笑学校」を開催しました。

　どちらも旭川市のアマチュア落語団体「旭笑長屋」による落語と、ミスター「西垣」氏によるマ

ジックを披露いただき、寄席気分を味わう笑いと驚きにあふれる楽しい一日になりました。

Board of educationBoard of education

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会社会教育・社会体育係　【電話３３－２５５５　ＦＡＸ３３－３５４９】

図 書 館 だ よ り

◆◇よしながこうたく絵本原画展を開催しました◇◆◆◇よしながこうたく絵本原画展を開催しました◇◆

　11月20日から12月１日、館内で絵本作家のよしながこ

うたく氏の原画を展示し、期間中94名の方にご覧いただ

きました。線を描かず絵の具だけで書き上げる独特のタ

ッチには目を見張るものがあり、豊かな色彩に驚かされ

ました。

　また、顔出しパネルには、なんとチーベルくんも描か

れており、子どもが喜んで写真撮影を行っていました。

【お問い合わせ】　秩父別町図書館　電話（33-2220）

狐狸亭道楽さんの
　　　落語「味噌豆」

ミスター「西垣」さんの
　　　　　　　　マジック

旭笑亭幻太さんの
　　　　落語「刑務所の穴」
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2021 フォトギャラリー

今年も「広報ちっぷべつ」ご愛読いただきますようお願いいたします

1/8 消防出初式
1/25 まちづくり協働隊

雪像作り
1/12 成人式

2/5 こども園雪中運動会 4/7 小学校入学式3/12 中学校卒業式

6/2 中学校体育大会 7/10 こども園運動会6/6 小学校運動会

9/4 中学校学校祭 11/6 こども園おゆうぎ会10/6 小学校学習発表会


